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はじめに  

麻疹ワクチンが広く普及するようになり，麻疹患者はわが国に  

おいて著名に減少した。しかし，ワクチンを接種したにもかかわ  

らず，麻疹に雁患する例が報告1）されている。この理由の一つと  

して流行株とワクチン株の間に抗原性の遠いが生じ，接種された  

ワクチンが十分に働いていない可能性が考えられる。事実，Rotaか  

らは，1988年以降に分離された麻疹ウイルス野外株は，H領域遺  

伝子に変異が認められ，H蛋白の分子量の大きな麻疹ウイルスが，  

最近の流行株であると報告した。また，我が国でも坂田ら3）が，  

同様の報告をしている。   

我々は二つの小学校の児童の血清について，ワクチン株と野生  

株に対する中和抗体価の比較を行い，国内で流行している野生株  

とワクチン株の間に，抗原性に遠いがあるか否かを検討したので  

報告する。  

KN－2株では，3．98，Edmonston株（実験室継代株）では，  

3．78であった。   

B′ト学校学童の血清に対しても，GM値は，TD97株で，3．53，  

KN－2株で・4・37，Edmonstonで，3・07であった。（表，2）。  

表1 A小学校児童の中和抗体価（2E）株による比軽  

No．  TD97  KN－2  Edmonston  
1  5  6  

2  4  5  

3  2  4  

4  2  3  

5  2  3  

6  ＜2  2  

7  2  4  

8  4  5  

9  4  4  

10  3  4  

11  3  4  

12  3  4  

13  3  3  

14  3  4  

15  3  3  

16  5  5  

17  4  4  

18  3  4  

19  4  4  

20  4  4  

21  3  3  

22  4  5  

23  3  4  

材料と方法  

被験血清：1994年4月に採血したA，B′ト学校の健康学童（7  

、12才）の40検体を用いた。  

中和試験：マイクロプレート法によった。すなわち，被検血清  

l■ を96大のマイクロプレートを用い，EagleMEMで2倍階段希  

釈を行った。各々の希釈血清に対して，等量の25／ノゼ（100TCID  

50／25FLB）のウイルス液（Eagle MEMで調整）を加え，37  

0c 5％C ozふ卵器で60分中和を行った。中和後．2～3×105  

／n2に5％FCS加Eagle MEMで調整した細胞を，各希釈列  

に100／J‘加えた。37Gc5％C02ふ卵器で培養し，7日間観察し  

た。各希釈には，2穴を用いた。中和抗体価は，細胞変性を1穴  

でも抑制した希釈倍率の逆数を2の対数で表した。  

中和試験に用いたウイルスと細胞：TD97株（ワクチン株）に  

はVero細胞を，Edmonston株（実験室継代株），KN－2株  

（野生株）には，それぞれB95a細胞を用いた。  

結果と考察  

A′ト学校学童の3株に対する血清の中和抗体価を表，1に示し  

た。TD97株では，GM（幾何平均）値は3．26であった。同様に，  

GM  3．26  3．98  3．78  

表2 B／ト学校児童の中和抗体価（21）株による比軽  

No．  TD97  KN－2  Edmonston  
1  ＜2  ＜2  

2  2  3  

3  4  5  

4  3  4  

5  7  7  ND  

6  2  3  3  

7  2  3  2  

8  6  7  ND  

9  2  4  3  

10  3  3  3  

11  2  2  1  

12  4  5  ND  

13  4  5  

14  4  5  

15  5  6  

16  5  6  

17  4  5  1）千葉県血清研究所  

（1995年11月20日受理）  
GM  3．53  4．35  3，07  
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以上の結果から，A，B小学校の学童血清の各々のウイルスに  

対する中和抗体の保有状況には，差がみられなかった。すなわち，  

HA遺伝子の変異の差は，中和抗体の面からは確認できなかった。  

今のところは，現行のワクチンは有効に機能していると言える。  

Rota2，坂田ら3が報告しているように，HA遺伝子の変異が明ら  

かにされ，さらに最近では．Murrayら4が報告したように，新  

種のMorbillivirusの馬とヒトにみられる重篤感染の例に注目す  

ると，新種のMeaslesウイルスの出現も考えられる。一方，現状  

のワクチンの有効性が問われるようになることを考慮すると，血  

清疫学サーベイランスの一層の重要性が指摘されて良いだろう。  
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